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研究概要 

GCOE の関係では、リーディングスの英語版と日本語版の論文の収集・編集を担当し、英

語版収録予定論文については著者および出版社に対する転載許可の手続きを進めている。

また、社会学研究室所蔵の村落社会調査資料の整理をおこない、データベース化を担当す

るとともに、資料の活用に関する準備を行なっている。コアプロジェクトについては、リ

ーディングスの編集を中心とした「アジアの伝統家族」（研究代表）、フィールド班を中

心とする「コミュニティ・中間圏研究」（研究分担者）に所属し、伝統家族と地域社会に

関する研究を実施している。 

個人研究としては、近世・近代の歴史資料とフィールドワークによる聞き取り調査を融

合させ、伝統家族や地域社会の研究を行なっている。柳田國男記念伊那民俗学研究所の調

査員として飯田町・上飯田の民俗調査に参加し、社会生活を担当している。東近江市『能

登川の歴史』の執筆委員として民俗編の社会生活を担当している。『高野町史』民俗編の

執筆委員として社会生活等を担当するとともに、編集を担当している。 

教育概要 

教育面においては、「社会学特殊講義 質的調査法の可能性」を担当し質的調査法につ

いて講義をおこなった。その中で、京都大学の錦林学区のミニフィールドワークを実施し

た。日本語学際リレー講義「親密圏と公共圏の再編成」において２時間を担当し、伝統家

族について講義をおこなった。また、リーディングスの編集に関連して、大学院生を中心

として勉強会をおこなった。 

GOCE の教育活動においては、次世代プロジェクトなどの運営を行うとともに、その成果

であるワーキングペーパーの発刊の支援を行うとともに、ワーキングペーパーのコメント

を担当することによって論文指導をおこなった。また、伝統家族や地域研究を行う学生の

論文の個別指導をおこなった。近世の女性の地位を研究テーマとする招へいしたエラスム

ス研究員に対して博士論文の指導を行った。 

業績リスト（著書、論文、報告、その他に分けて主要なものを記入する） 

【論文】 

「座講の開放性と閉鎖性―和歌山県橋本市の事例」（単著）『国立歴史民俗博物館

研究報告』2011 年 3 月 

”Rethinking Ie (a Japanese Traditional Family): focusing on relationship between wife and her 

parents' home.” Journal of Intimate and Public Spheres 1. Mar. 2011. 

【その他】 

「先祖祭祀と家の確立」『京都・宗教論叢』、2011 年 3 月 



 


